ブートストラップと情報量規準 : 回帰モデルの予測評価 (統計数理研究所 研究活動 (平成３年度 研究報告会要旨)) by 北川 源四郎 & Genshiro Kitagawa













            C＊＝亙x111o9ん（X＊lX＊）一亙γ11o9ん（γ＊lX＊）｝
によりかたり一般的た仮定のもとでCの近似値が得られる．ただし，X‡とγ＊は経験分布関数G。（κ）
から得られるブートストラップ標本，〃1と〃・はG・（κ）に関する期待値を表す．このとき，






             m （多項式）回帰モデル灼＝Σ蜥言十εゴ，εゴ～M（O，σ2）の場合には以下の手順によりEICを求めるこ




                     椛’ （iii）ブートストラップ標本｛パ，〆｝をパ＝Σ6ゴ（κ：）5＋ε；により生成する．
                     ゴ；o
 （iv）（ii）一（iii）を繰り返してC‡を求める．
 ここで注意すべきことは，ブートストラップ標本数mおよび説明変数〆は必ずしも実際のデータの
m，伽と同じでなくてもよいということである．したがって，EICは推定されたモデルを欠測値の補間や
外挿に用いたときの推定精度の評価に用いることができる．
